
JP 4705012 B2 2011.6.22

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　円筒状穴（５）を備えた表面を有する耐火要素（１）に流体循環ライン（６）を接続す
るための装置であって、穴の中に設置されるようになっているガスケット（１４）と、該
穴の外側から該ガスケットを圧縮する第一支持要素（１３）と、を具備する装置において
、該装置が、第二支持要素（９ｂ）及びロッド（９ａ）を備えていて、該第二支持要素（
９ｂ）は、該第一支持要素（１３）と共に該ガスケット（１４）を挟み込んで、該穴に差
入れることが可能であって、該ロッド（９ａ）は、軸方向に該ガスケットを圧縮して、堅
固な接続を確保するための該穴の壁に対して半径方向の伸長を発生するように、該二つの
支持要素が該ガスケットへ軸方向の圧力を作用できるように、該二つの支持要素をより接
近させることが可能であることを特徴とする装置。
【請求項２】
　該ロッド（９ａ）に、又は該第一支持要素に該ライン（６）を連結するための手段（１
１）を具備する、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　該ガスケット（１４）が、グラファイトから作られる、請求項1又は2に記載の装置。
【請求項４】
　該ロッドと該支持要素の熱膨張を補償するために、弾性を有するワッシャが該ガスケッ
トと並置されている、請求項１から3のいずれか一項に記載の装置。
【請求項５】
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　該ロッドが、それを通って延びる流体通路（９ｃ）を有する管状体（９ａ）である、請
求項１から4のいずれか一項に記載の装置。
【請求項６】
　該ロッド（９ａ）が、おネジ（１０）を包含し、一方、該支持要素の少なくとも一つ（
１３）が、かみ合う、めネジを包含し、該ロッドに該支持要素をネジ込むことにより、該
二つの支持要素がより接近する、請求項5に記載の装置。
【請求項７】
　該ロッド（９ａ）が、該支持要素（９ｂ）の一つと一体化する、請求項１から6のいず
れか一項に記載の装置。
【請求項８】
　回転防止手段が、該穴の中に差込まれる該ロッドの回転を阻止するために備えられる、
請求項7に記載の装置。
【請求項９】
　スペースワッシャ（１５）が、該第一支持要素（１３）の側部で該ガスケット（１４）
と並置される、請求項１から8のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１０】
　二つの支持要素（９ｂ、１３）を受容するために一定の大きさに作られた円筒状の穴（
５）と、これらの二つの支持要素（９ｂ、１３）によって挟み込まれる締付けガスケット
（１４）を備える、請求項１から９のいずれか一項に記載の装置と、を具備する、耐火要
素（１）のアセンブリ。
【請求項１１】
　平坦な表面が、該耐火要素の該穴（５）の入口の周囲に形成される、請求項10に記載の
アセンブリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば、鋳込み導管にガスを導入するために、又はチャンバを加圧するため
に、又は圧力を計測するために、又はガスを汲み上げるために、耐火要素、とりわけスト
ッパロッド、又はノズル、又は鋳込みシュラウドに、流体循環ラインを接続する装置に関
する。本発明は、また耐火要素に関する。
【背景技術】
【０００２】
　座が耐火要素の側壁に備わっている、耐火要素のための接続装置は、特許文献１から公
知である。この装置は、座に配置された圧縮可能なガスケットと、側壁の外部表面にもた
れかかる支持要素と、支持要素及び座を押すガスケットの間に挿入された弾性的手段と、
を包含する。支持要素は、耐火要素に外接するバンド又はフープを包含する。両ケースと
もに、座の反対側に位置する耐火要素の領域が、支持要素を介して伝達されるガスケット
の圧縮に必要な反力を支持する。
【０００３】
　この装置において、熱膨張が、座と上述の支持要素との間のガスケットのための間隔の
大幅な増加をもたらすために、支持装置は大きな寸法となり、このことは、この増加を補
償し、ガスケットに十分な圧力を維持するように、ガスケットのサイズに関して、比較的
容積の大きい弾性的な手段を有することを課している。
【０００４】
　特許文献２は、その膨張が、支持要素の膨張を補償できる中間金属要素の挿入によって
、この欠点を制限することを提案している。これによって、ガスケットが恒久的に座と接
触したままであり、温度変化にかかわらず、良好な締付けを維持することが出来る。しか
し、金属要素の上部端は又、例えば、溶接でバンドと共にそれを一体化させるように、ブ
ロック化されなければならない。
【０００５】
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【特許文献１】仏国特許出願公開第２７６３０１２号明細書
【特許文献２】国際公開第０１/８３１３８号パンフレット
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、耐火要素ためのバンドを有する必要性がない、より簡単でよりコンパクトな
解決策を提案することを目的にしている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、円筒状穴を備えた表面を有する耐火要素に、流体循環ラインを接続するため
の装置に関していて、その装置は、ガスケットと第一支持要素を包含しており、ガスケッ
トは穴の中に設置されるようになっていて、第一支持要素は穴の外側からガスケットを圧
縮する。この装置は、第一支持要素と共にガスケットを挟み込んで、穴に差込むことが出
来る第二支持要素と、ガスケットを圧縮するために二つの支持要素をより接近させること
が出来るロッドとを包含することを特徴とする。
【０００８】
　二つの支持要素は、ガスケットに軸方向の圧力を作用して、その結果ガスケットは半径
方向の膨張を生じ、位置する穴の壁に対し作用する。本発明の独創性は、両方の支持要素
が、ガスケットを中にして互いにより接近させられるから、ガスケットの締付けが、耐火
要素のどのような支持も必要としないことの事実にある。その結果、ガスケットの半径方
向の膨張に起因する作用力以外の作用力は、耐火要素に適用されない。当然、この半径方
向の膨張は、穴の壁の周囲に適切に分配され、耐火要素の破損を生じる可能性がある応力
を発生しない。この利点は、穴が円形に近い断面を有する場合に、さらに特徴付けられる
。その結果、本発明の有利な実施形態に従って、穴は、ほぼ円形の断面を有する。ガスケ
ットの形状は、明らかに穴の形状に適合するようになっている。どのような場合でも、耐
火要素からの軸方向反力（合力は、穴の外側に向かってガスケットからの押しである）は
、ガスケットの圧縮には必要としない。
【０００９】
　さらに、本発明に従って、穴の底部表面対して特別に注意をする必要が無い。なぜなら
、現状の解決策に反して、接続の堅固さは、この底部表面とガスケットの界面において保
証されない。非常に有利な点として、この特徴は、耐火要素の製造コストにおいて、実質
的な節約を実現させる。
【００１０】
　その結果として、もしも含まれる異なる要素が正確に必要な大きさならば、本発明は、
容易に実現される。特に、ガスケットと第二支持要素は、むしろ穴の中に容易に挿入する
寸法を有している。そこで、ガスケットの圧縮は、接続の堅固さばかりでなく、耐火要素
に組込む連結装置としても保証する。ストッパの場合においては、本発明の装置を用いて
それを吊るすことを考えることも可能である。
【００１１】
　ロッド又は第一支持要素にラインを連結するための手段を提供することによって、耐火
要素に流体ラインを接続し結合するための自律装置が得られる。
【００１２】
　さらに、ガスケット、二つの支持要素及びロッドは、熱膨張が減少する比較的コンパク
トなアセンブリを形成して、その結果、ガスケットの軸方向の圧力が低下するリスクを制
限している。
【００１３】
　本発明の好ましい実施形態に従って、例えばグラファイトのような弾力性耐火材から作
られたガスケットが使用される。
【００１４】
　グラファイトガスケットの、特定の場合において、発明者はある環境で、接続装置が破



(4) JP 4705012 B2 2011.6.22

10

20

30

40

50

損しうることに気がついた。この仮説に、多少とも関連付けられることを望むこと無く、
発明者は、グラファイトガスケットのカーボンの１部が、固相において拡散/溶解の現象
によって、ガスケットと接触する（例えば、支持要素のような）金属要素の中に拡散する
ことを考察した。－一般的に鉄から構成する－金属要素に向かって拡散するカーボンは、
鉄と共に、融解点が1150℃に近い銑鉄を形成する。使用中に、温度がこの値に近づく場合
、金属要素は”融解し”、そして破壊される。この付加的な問題は、グラファイトガスケ
ットと金属要素との間に障壁を挿入することで解決した。このような障壁は、物理的又は
化学的に可能である。例えば、グラファイトガスケットは、高温に耐える部材で被覆する
ことが出来き、それは、カーボンとも鉄とも反応しない。詳細には、酸化アルミや酸化チ
タンのような金属酸化物が使用される。
【００１５】
　別の実施形態に従って、例えば弾性ワッシャのような弾性的手段は、ロッドと支持要素
の熱膨張を補償するために、ガスケットに並置される。
【００１６】
　本発明の詳細な実施形態に従って、ロッドはその中に伸びる流路管を有する管状体であ
る。このロッドは、さらに、おネジを包含し、一方、少なくとも一つの支持要素は、それ
に合う、めネジを包含し、二つの支持要素をより接近させることは、ロッドの支持要素を
ネジ込むことから生ずる。この場合に、穴の壁に対するガスケットの圧縮の強さは、この
ネジ込みの間に加わる締付け偶力によって決まる。
【００１７】
　ロッドは支持要素の一つ、例えば穴の中に位置する第二支持要素と一体化することが出
来る。
【００１８】
　実施形態の特定の変形において、回転防止手段が、穴の中に差し込まれるロッドの回転
を阻止するために用意される。このような回転防止手段は、ロッドの側面に形成された、
又は穴の外側から到達可能な部分に形成された、又は穴に合わせた形状と連携する回転防
止形状によって形成された、平坦な表面に存在することが出来る。
【００１９】
　例えば、耐火材料又は鋼鉄から作られるような、スペースワッシャは、壁の残りの部分
よりも弱い穴の端部に隣接して半径方向の作用力を加えるために、ガスケットが半径方向
に延伸することを防止するための第一支持要素の側で、ガスケットと並置させることがま
た出来る。
【００２０】
　平坦な表面は、第一支持要素と、ガスケット及び、選択的にスペースワッシャはもとよ
り、選択的に弾性的手段から構成されるアセンブリとの間に配置される、位置決めワッシ
ャを受容するために、穴の入口の周囲で耐火要素の側壁に、また形成することが出来る。
この位置決めワッシャは、耐火要素の壁の外面に関して、第二支持要素、すなわちガスケ
ット及びロッドを差込むための指示を与える。さらに、この位置決めワッシャは、耐火要
素の側壁にあることによって接続をより堅固にし、この壁に関して、最も有利な方向に流
体ラインを接合するために寄与する。
【００２１】
　好ましくは、穴の断面は円形である。
【００２２】
　本発明は又、流体循環ラインを接続する装置を包含するアセンブリと、耐火要素、特に
ノズル又は鋳込みのシュラウドと、に関するものであり、以下に開示するように、二つの
支持要素と、これらの支持要素によって挟まれた締付けガスケットと、を受けるために一
定の大きさに作られた円筒状の穴を備えていることが、顕著な特徴である。
【００２３】
　詳細な実施形態に従って：
　　　 -　平坦な表面は、穴の入り口の周囲に形成され；
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　　　 -　穴は、支持要素のうちの一つの、回転を防止するための回転防止形状を備えて
いる。
【００２４】
　本発明をより容易に理解するために、提示したものは限定している例ではない、詳細な
実施形態が添付図面を参照してここに述べられる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　図１のノズル１において、導管２を流れる鋼鉄は、導管の内壁にアルミナの形成と堆積
を特に回避するために、ガスの供給によって外気から保護される。この目的のために従来
使用されてきたガスは、アルゴンである。
【００２６】
　アルゴンの導入のために、ノズルは、導管２の表面でアルゴンを拡散する多孔性材料か
ら作られたスリーブ４に導かれる管状流路３を包含し、鋼鉄と耐火要素との間の接触を減
少する保護的な被覆を形成する。管状流路３は、ガス源７に接続されたガス供給ライン配
管６が接続される、穴５を介して供給される。
【００２７】
　領域IIの詳細が図２に示され、そこで穴５は、配管６の端部に配置される接続装置８を
有することを示す。
【００２８】
　この装置８は、長手方向の流路９ｃが通り抜けている、管状部分９ａと基盤９ｂとから
構成される本体を包含する。管状部分９ａは、穴５より明らかに小さな直径を有し、その
周囲に環状の半径方向のあそびｅがあり、一方基盤９ｂは、穴５の直径よりほんの少し小
さな直径を有する。
【００２９】
　管状部分９ａは、ネジ山が切られていて、ネジ山１０は、配管６のフレア端部に蓋をし
、本体端部にある締付けガスケット１２に対してそれを圧縮し、その結果、配管６の内側
と本体の長手方向の通路９ｃとの間の堅固な接続を保証する端部キャップ１１を受容して
いる。ネジ山はまた、基盤９ｂにさらに近くで、ネジ込まれるナット１３を受容している
。
【００３０】
　基盤９ｂとナット１３は、ナット１３のねじ込み前に、本体の管状部分の周囲にこの順
番で係合される、締付けガスケット１４、スペースワッシャ１５及び位置決めワッシャ１
６を挟み込む二つの支持要素を構成する。
【００３１】
　管状部分９ａは、二つの支持要素をより接近させる引き具として作用する。
【００３２】
　締付けガスケット１４及び二つのワッシャ１５と１６の内径は、管状部分９ａの外径に
ほぼ一致する。
【００３３】
　締付けガスケット１４は、穴５の中へ押し込むために、穴５の外径に近い外径を有し、
一方、スペースワッシャ１５は、基盤９ｂの外径に近い外径を有し、穴５中でいかなる摩
擦も無く係合できる。
【００３４】
　位置決めワッシャ１６は、穴１５の端部を弱めることなくノズル１の外壁を圧迫するた
めに、穴５より明らかに大きい外径を有する。
【００３５】
　接続装置８は、次の方法で使用することができる。：
　本体の管状部分９ａの周囲の、締付けガスケット１４、スペースワッシャ、位置決めワ
ッシャ１６及びナット１３を逐次係合した後で、穴１５の中へ本体を挿入する間に、位置
決めワッシャ１６がノズル１にもたれかかる時に、基盤９ｂは穴５の底部端５ｂに近接す
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【００３６】
　締付けガスケット１４が、穴の中に少し押込まれているときに、牽引力が配管６に作用
するならば、接続装置が正しい位置に保持されても、それにかかわらず引き抜くことがで
きる。
【００３７】
　そこで、ナット１３のネジ込みを続けると、穴の外側に向かう本体９の動きを生じて、
その結果、基盤９ｂとナット１３はより接近する。
【００３８】
　そこで、スペースワッシャ１５と位置決めワッシャ１６を媒介して、ガスケット１４は
、半径方向の膨張を生じる軸方向の圧力を加えられる。
【００３９】
　そこで、軸方向の圧力は、管状部分９ａの周囲の穴の側壁５ａに対して、半径方向に作
用し、その結果、一方では完全な接続堅固と、他方では穴５の中で装置の機械的なロック
を支えている。
【００４０】
　上述された実施形態が、限定する目的のためのものでないことは、明白である。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】図１は、溶融鋼鉄の鋳造に使用されるノズル（浸せき入口ノズル）の断面図であ
る。
【図２】図２は、図１の詳細図である。

【図１】 【図２】
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